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建設産業情報（最近の動向） 
 
 
在外公館名  在ガーナ日本国大使館          
 
記入日    ２０１４年４月２８日     
 
 
１．現地の建設工事に係る経済情報 

 
  資料名：テマ港拡張に伴う新ターミナル建設（ＤＯＴ） 

URL：なし（新聞広告添付） 
 
２．建設業制度、入札契約制度の改正動向 
特になし 

 
３．報道情報 
 タイトル、概要 日付/掲載紙 
 
１ 

特になし 
 

 

 
４．その他我が国建設業界にとって参考となりうる最近の動向（報道情報以外） 
外貨規制措置 
２月６日付デイリー・グラフィック紙に、ガーナ・セディの通貨下落に対するガーナ

中央銀行の外貨規制措置等に関する２月４日付通知が掲載された。主なポイント次のと

おり。 
 
○中央銀行通知（BG/GOV/SEC/2014/02）「外貨為替勘定及び外貨口座の運用規則改正」

（Revised Rules on the Operation of Foreign Exchange Accounts(FEA) and Foreign 
Currency Accounts(FCA)） 
 ガーナ国内の全ての銀行及び一般の人々に対して、2014 年２月５日から発行となる

FEA 及び FCA の運用規則を改正することを通報する。本通報により、ガーナ国内にお

ける全ての取引はガーナ・セディで行うことが義務づけられる。 
１．運用方法 
 ガーナ中央銀行（BoG）は、FEA 及び FCA の運用規則を以下のとおり改正する。 
a.FEA 及び FCA に対して小切手を発行しない。 
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b.FEA 及び FCA から現金を引き出す場合、ガーナ国内旅行目的でのみ許可することと

し、１回の旅行で１日当たり１万米ドルもしくは相当の外貨を上限とする。 
c.認可を得た業者は、顧客の FEA や FCA の預金に対して外貨為替を販売してはいけな

い。 
d.外貨口座から他の外貨口座への送金を許可しない。 
e. FEA 及び FCA からのガーナ国外送金に際しては関連書類が必要となる。 
 
２．輸入取引の支払いのための信用取引口座 
 輸入取引の支払いのための外国為替購入については、30 日間の期間内に限り銀行が

輸入業者に代わって信用取引口座を通じて運用する。 
 
３．外貨建貸付 
a.いかなる銀行も外貨収入を持たない顧客に対する外貨建貸付や外貨建取引は行わな

い。 
b.本通知の発行に伴い全ての未実行の外貨建取引は現地通貨に変換される。しかし、外

貨収入を持たない者に対する既存の実行済みの外貨取引や貸付は契約期間終了まで

継続する。 
 
○中央銀行通知（BG/GOV/SEC/2014/01）「ガーナにおける外貨為替業者に対する追加

的運用措置」（Additional Operating Procedure for Forex Bureaux in Ghana） 
  近代化及びマネーロンダリング防止措置強化の一環として、BoG は外貨為替業者

協会との協議を踏まえ、認可を得ている外貨為替業者及び一般の人々に対して、以下の

とおり追加措置を講じる。 
 ・外貨為替業者は、１万米ドルもしくは相当外貨を１回の取引の上限とする。 
 
○中央銀行通知（ BG/GOV/SEC/2014/03 ）「輸出手続きにおける本国送金」

（Repatriation of Export Proceeds） 
 ・全ての輸出業者は、貨物発送後 60 日以内に国内銀行に本国送金を実施することを

求める。 
 ・銀行は輸出に関する外貨送金を受領後、５営業日以内にセディに両替する。 
 ・輸出業者を含むガーナ現地企業による海外での外貨両替取引を禁じる。 
 
その後、ガーナ中央銀行は更なる説明のために２月 13 日付通知を発表した。 
○中央銀行通知（BG/GOV/SEC/2014/04）「中央銀行通知（BG/GOV/SEC/2014/01、

BG/GOV/SEC/2014/02）、BG/GOV/SEC/2014/03）に関する説明」 
 
 外貨為替勘定（FEA）及び外貨口座（FCA）の外貨預金残高については、ガーナ・

セディに両替されずに、引き続き外貨で保管される。しかし、国外旅行の目的以外
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での同口座からの銀行窓口での引出しについては、該当する為替レートでセディに

て支払われる。 
 
 
 
 




